
争を重曇{議すほ斃重が後を主たず、脅鯰通とが

感鸞のもつれを産んでしヽ悪.国の特き合しヽも進

所特き合しヽと同じであ為Jと発言されました。

9条を守る運動は、朝鮮や中国、アジア諸国

との友好関係の発展につながるものである、そ

のことに気付かされ、確信をもつことができた

平成23年3月 20日、第1回「レスパイ トケアを検

討する会」が、和歌山つくし医療・福祉センタ

ー (岩出市)で開催された。3連体の中日であつ

たが、保護者、支援学校教員、在宅リハ、障害

児リハ、和歌山県立医科大学大学院保健看護学

研究科教授、学生、和歌山つくし医療 =福祉セ

ンター院長、薬剤師、指導員、看護師、手L児院

事務長などの計15人の参加があり、また今回参

加できなしヽが「ともに考えていきたいJと いう

医師、行政の声もあった。医療的ケアのある子

どもを受け入れる施設が極端に少ない現状のな

かで、重度 =重複障害をもつ子どもたちの関係

者が声を上げ始め、ようやく光が差し込めて来

た感がある。以下、3時間余りに及ぶ会で出され

た意見を基に、会の代表の方がまとめられた内

容を掲載させて頂く。

「レスパイ ト」という意味は非常に広い。保

護者や現場の職員でも、レスパイ トという言葉

を知らない人も多い。子どもが小さいうちは、

家族のみで介護できるからと必要性を感じない

親御さんも多い。 一方、子どもiま、場所や環
境の変化に敏感であり、急な施設利用に備えて、

小さいころから施設を知り、職員とのコミュニ

ケーションと信頼関係を確立しておくことも必

要である。例えば、オランダで!ま、子どもが生

まれたあとのチェックリス トに、「育児で疲れ

た時に助けてくれる施設はあるかJと しヽう項目

―襲とな平ました。

障害者 腱轟者丸条や会鐘6薦 電5慶年を迎えま

す。私たちの活動に自信と誇りをもつてヽらな

さまと手を携えながら、これからも取り纏みを

進めてまいりたいと思 Lヽます。

(和歌山盲学校 口野尻 誠)

がある。日本は障害を隠そうとする文化があり

家族だけで介護をしようとしてしまう傾向があ

る。文化背景の違いはあるが、現場は、利用者

にレスパイ トケアについて知ってもらう努力が

必要である.

また、レス′くイ

と現場のギャ

ップも大き

い。全国的に

ショー トステ

イは縮小傾

向。経営面と

トラブルが多

トケアを考える中で、利用者

いためである。日ごろから施設に来てもらい、

利用者、親とコミュニケーションをとつておく

ことが必要である。等の意見が出された。更に、

在宅酸素や呼吸器の必要な児童などは、施設に

来ることそのものが困難な場合もある。

また、地域がら、自宅で介護するという親も多

い。外に出て行くことが困難な家族に必要なの

は、電子媒体での情報提供、コーディネーター

の確保ではないか。また、「おうちレスパイ

ト」としヽう訪問するシステムも必要になつてく

る。 (現在、訪間看護 Iよ、1時間半まで)

環境変化に対応しにくもヽ特性を持つ重症心身障

害児にとつて、突然の入所拡大変なス トレスに

なる。日頃から施設環境に慣れてもヽただく必要

がある。
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国でiま「施設不要論』が轟題 :こ上がつて簸ζる。

「重疲まか身障害児綽権驀』鍮側面から一つの種

論として成り立つが、その実現にiま現最贈の数

艦の人材、施設の充足藤亀渉須となる。渉説笠、人

材不足が最大の課題である重症心身障害児医療

の現場で環境整備の一歩になることを熱望する

が、少なくともこの理論が実施に移せる展望まま

当分なしヽと思われる。このような議論が交わさ

れていることを出席された保護者の方々から驚

き鉾声が聞こえた。

俸jま 号、たくさんの糧:=社会資澱 :二等懸=で ,毅

スパイ トケアについて、そして、施設 1墓参をヽマ

知ってもらうことが必要で轟鯰.何か脇つたと

き:こ預 iすること仰できる地域の施設を知つても

らうことが大切だ。

保護者、施設、地域、大学・ 薔●で考えていき

たしヽ。等の意見が出されましl_― .

*次国:ま、7月 に開催予定です。以上鍛臨容につ

いて、さまざまな意見をお待ちしています。

(呼 lマイトづ1減うす事3な )

僣ヽ難 ⑮

-10-


